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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 30年５月 11日に公表した平成 31 年３月期（平成 30 年４月１日～平成 31年３
月 31 日）の通期の連結業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 
  

記 

 

業績予想の修正 
(1)修正の内容 

 
平成 31年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 30年 4月 1日～平成 31年 3 月 31日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する 
当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 66,300 1,900 1,200 600 64円 30銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 63,500 1,300 600 200 21円 43 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △2,800 △600 △600 △400  

増 減 率            （％） △4.2 △31.6 △50.0 △66.7  

（ご参考）前期実績 
（平成 30年 3月期） 

64,959 1,833 1,517 208 22円 37銭 

 
(2)修正の理由 

住宅業界におきましては、平成 29年の夏ごろより連続して前年同期に比べ減少傾向にあった新設住宅着工戸数は、

上半期も若干の減少傾向となりました。今年の夏から連続して発生した自然災害の復旧対応により、更に職人不足

問題が深刻さを増し、工期の遅れが業界の課題となっています。これらの影響もあり、当第 2 四半期連結累計期間

の連結売上高が前年同期に比べ予想以上に減少し、海外子会社工場の操業度の低下を招き、経費等の増加も加わり

厳しい業績となりました。 

また、ニュージーランドの連結子会社が所有する山林から出材される良質な「無垢材」を活用し、付加価値の高

い商品を効率的に生産し、より収益性の向上を図る為、海外子会社の事業を再編し、新たな設備投資や生産移管な

どに取り組みました。当第 2 四半期連結累計期間には、この一環として海外子会社の一部の工場で発生した事業再

編損を特別損失に計上しましたが、下半期もさらに将来の収益性の向上に向けて取り組みを強化してまいります。 

通期の業績予想につきましては、下半期は回復傾向にあるものの第 2 四半期連結累計期間の業績を踏まえ、売上

高、営業利益、経常利益と親会社株主に帰属する当期純利益は前回発表予想を下回る見込みとなり、通期の連結業

績予想の修正を行うものです。 

 

(注)上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算定しており、実際の業績は、様々な要

因により記載の予想数値とは異なる結果となる可能性があります。 

以  上 


